




A Case of Functional Class III Malocclusion 
A Case of Functional Class III Malocclusion 
with Severe Crowding
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習慣性咬合位 73．5 73．5 0．0
修正中心位 73．5 71．5 2．0
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図11　頭部X線規格写真透写図の重ね合わせ
　　　（S－N，S基準）
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図12上顎骨および下顎骨の重ね合わせ（Palatal　p1．，
　　　ANSおよびMandibular　pl．，　Me基準）
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〈パノラマX線写真所見＞
　Root　parallelingは，ほぼ良好である．　X線写
真上では歯根吸収や歯槽骨吸収等の異常所見は認
められない．第三大臼歯については一1－1－1一の歯胚が
認められ，萌出スペースがないことから保定終了
後抜歯した（図9）．
〈側貌頭部X線規格写真所見〉
　初診時（8才6ヵ月）と動的治療終了時（12才
4ヵ月）の間に生じた変化は，skeletal　patternで
∠SNA，∠SNBはともに1．5°大きくなり，　FH－
Mand．　p1．は初診時の29．0°から26．0°に減少した．
∠ANBは初診時の習慣性咬合位と同様0．0°のま
まであった．
　一方denture　patternでは，上顎前歯歯軸（U－1
to　FH）が98．0°から116．5°となり，上顎前歯は
normalに近い歯軸に改善された（図10，表4）．
　治療前後の変化を重ね合わせでみると，保定終
了時も含め上顎骨，下顎骨ともに頭蓋底に対して
前下方へのバランスのとれた成長発育がみられ
た．また，オトガイ部の前方発育も著明に認めら
れた（図11，12）．
　軟組織では，初診時，下唇が前突していたが，
動的治療後は下唇の前突感もなく，鼻尖からオト
ガイにかけての側貌は良好となった．
考 察
　矯正歯科治療の前準備としてStallard8）は次の
ように述べている．つまり，歯科矯正医は早期接
触をみつけだし，それに対処することが治療方針
を決定する前の基本的方法であり，中心位を決定
することが治療方針の出発点であると強調してい
る．本症例では，前歯部に著明な叢生があり，十片
部が早期接触となって機能的要因が生じて強制的
な下顎前方位を呈したものと考えた．したがって，
治療に先だって本来の下顎の位置を知る必要があ
る．ところで，中心位の決定においては，下顎を
ある程度積極的に後方位に誘導することが良いと
考え5），この位置でワックスバイトを採得し，頭部
X線規格写真撮影したものを用いて分析した．
　一般的なhinge　axisは，下顎頭の中心点が採用
されているが，Th6rne’）は“下顎安静位から中心
咬合位へのpath　of　closureは，後頭骨基底下縁上
における下顎頭幅径の中点（D点）をhinge　axis
として，円弧を描けぽ良い”また出口ら5）は，
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“hinge　axisはほとんどD点に近い位置にあり，
多少の誤差はさほど修正中心位の軌跡に影響を与
えない”との報告にもあるように，本症例におい
ても“D”点をhinge　axisとした．これらの資料
を参考にして側貌頭部X線規格写真の分析を行っ
た結果，上下顎骨とも頭蓋底に対してはやや後退
しているものの，骨格性の不正の程度は少ないも
のと判断した．したがって，本症例の反対咬合は
上顎前歯が舌側傾斜していることにより，下顎閉
口時，下顎前歯と早期接触し，下顎を前方に突出
して逆被蓋となる機能性要因の大きな反対咬合で
あると診断して治療を進めることとした．
　このような症例では，早期に前歯被蓋を改善す
ることにより上顎骨の成長発育の抑制状態を開放
し，上顎骨に十分な前方成長発育を得る機会が与
えられ，将来の正常な上下顎骨関係の獲得に有利
である8）．これに加え，早期接触などで歯が歯槽堤
より押し出され歯肉退縮が生じている場合，歯軸
や叢生を改善し，歯列より逸脱している歯を正常
な位置に配列することにより，下顎前歯に加わる
外傷性の負担を軽減し，正常な歯肉形態が獲得さ
れ歯周組織の改善が得られる．また側方運動が自
由に行えるようになることから，顎関節およびそ
の周囲組織への悪影響も抑えられるものと考えら
れた．したがって，上下顎の被蓋改善と著明な叢
生を改善する目的で÷1÷の抜歯も早期に行った．
　治療結果を頭部X線規格写真で評価してみる
と，A点の位置は頭蓋底に対して安定していると
いう研究が多くある中で1・11），本症例では治療期間
中の3年9ヵ月の間に∠SNAが1．5°増加した．
このことは早期に前歯逆被蓋を改善した結果であ
るものと推察される．∠ANBに関しては，初診時
の習慣性咬合位で0．0°，修正中心位では∠ANB
を2．0°であると予想したが治療後では0．0°のまま
であった．これは∠SNBの初診時の修正中心位
を71．5°と予測したのに対し，動的治療後では
75．0°となり，下顎の前方への成長発育があったた
めである．保定終了時（14才4ヵ月）でも∠ANB
は0．0°であり，女子の下顎骨成長発育のピークが
11才～12才1°）であることから，通常この年齢以降
では下顎の著明な前方成長発育はないもの’・9｝と
思われる．本症例では保定終了後5年経過したの
ちも咬合関係は安定している．また，良好なpro－
fileも維持している．
302 渡辺・戸苅：著しい叢生を伴う機能性反対咬合症例
ま　　と　　め
　今回，著しい叢生を伴った機能性反対咬合症例
の治療に際し，早期に上下第一小臼歯を抜歯して，
前歯の配列ペースを獲得しながら被蓋の改善を
行った．動的治療を終了し保定後5年を経過する
が，予後の安定した状態を維持することができ，
また，良好な顎顔面の側貌も獲得でき，ほぼ満足
する治療結果が得られた．
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